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1. 外的事象を踏まえた原子力発電所の設計について 
 2011 年の東北地方太平洋沖地震により発生した過酷事故を踏

まえて策定された新規制基準の規定に基づき、外的事象（地震、

津波、外的火災、竜巻等）に対しても、様々な対策を行ってきた。 
地震の対策としては、発電所周辺の断層の連動性等の評価条

件を保守的に考慮したことにより、基準地震動Ｓｓを引き上げ

たことから、必要箇所に耐震補強工事を実施した。津波の対策と

しては、想定される最大規模の津波に対し、防潮ゲート、防潮堤

等を設置した。他ハザードについても、ハザードの性質からプラ

ントへ与える影響を確認し、例えば竜巻については飛来物に対

し、防護ネットを設置する等、各種対策を鋭意、進めてきた。 
 
２．外的事象に対する運用上の管理状況 
１．にて実施した各対策が有事の際、問題なく機能する

よう、設備自体の確実な保守管理、策定した手順の実効性

を確認すること等を目的とした訓練、各種評価の前提条

件に変更がないことの確認について保安規定に定め、定

期的な確認や操作員の習熟度向上を継続して行ってい

る。 
 

３．安全性向上評価での外的事象の評価状況 
１．２．に記載のとおり、新規制基準に対応するべく、

設備改造等を進めてきたところであるが、更に安全性を向上

するための効果的な対策の検討を目的として、これらの設

備・対策等を盛り込んだ、外的事象に対する確率論的リスク

評価（地震 PRA、津波 PRA）を行った。 
これらの結果を、事故シーケンスグループ、CV 機能喪失

モードを分析することで、全体リスクへの寄与が大きいもの

に着目することで、優先的に追加措置の検討を行っている。

また、今後、これらの追加措置が完成した後、リスク評価を

行うことで、これらの追加措置により、どの程度、リスク軽

減するか等の分析を行っていく。 
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